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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　ａ）洗浄性界面活性剤
　　ｂ）アミノシリコーンの０．５重量％未満の窒素を有する該アミノシリコーン
　　ｃ）少なくとも１０，０００ｃｓの粘度を有する非アミノ官能化シリコーン
　　ｄ）水性キャリア
を含み、該アミノシリコーンおよび該非アミノ官能化シリコーンが、該アミノシリコーン
および該非アミノ官能化シリコーンのブレンドを含有しているエマルション液滴の形であ
る、コンディショニングシャンプー組成物。
【請求項２】
　前記エマルション液滴が５μｍ～５０μｍの平均粒径を有する、請求項１の組成物。
【請求項３】
　前記エマルション液滴が５μｍ未満の平均粒径を有する、請求項１の組成物。
【請求項４】
　沈着補助剤を更に含む、請求項３の組成物。
【請求項５】
　前記沈着補助剤が陽イオン性ポリマーである、請求項４の組成物。
【請求項６】
　前記アミノシリコーンが、該アミノシリコーンの０．２重量％未満の窒素を有する、請
求項１の組成物。
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【請求項７】
　前記アミノシリコーンと前記非アミノ官能化シリコーンとの比が１：５～０．１：９９
．９である、請求項１の組成物。
【請求項８】
　コンディショニングシャンプー組成物の製造方法であって
　　ａ）アミノシリコーンと非アミノ官能化シリコーンとのあらかじめ形成されたブレン
ドであって、該アミノシリコーンが該アミノシリコーンの０．５重量％未満の窒素を有し
、該非アミノ官能化シリコーンが少なくとも１０，０００ｃｓの粘度を有するブレンド
　　ｂ）洗浄性界面活性剤
　　ｃ）水性キャリア
を一緒に混合することを含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、選択されたヘアコンディショニング剤の組み合わせを含有するコンディショ
ニングシャンプー組成物に関し、これは改善されたヘアコンディショニング性能を提供す
る。
【背景技術】
【０００２】
　洗浄性界面活性剤とヘアコンディショニング剤との種々の組み合わせを含有するコンデ
ィショニングシャンプーが既知である。このようなシャンプーは、ヘアコンディショニン
グ及び毛髪洗浄性能がすべて１つのヘアケア製品から好都合に得られる手段として消費者
の間で一層人気が出ている。
【０００３】
　コンディショニングシャンプーからのコンディショニング性能全体を改良する１つの方
法は、シリコーンコンディショニング剤の使用を伴う。このようなコンディショナーは、
改良されたヘアコンディショニング性能を提供し、特に乾燥したコンディショニングされ
た毛髪の柔軟性と清潔感を改良する。しかし、このようなシリコーンコンディショナーは
、シリコーン構成成分の毛髪への沈着が最適には満たず、並びに／又は乾燥毛髪の平滑度
、毛髪の束の配列（例えば、縮れを最小限にする）、及び櫛通りの容易さのようなコンデ
ィショニング効果も最適には満たない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　以上に基づき、シリコーン構成成分の沈着が改良された、及び／又はヘアコンディショ
ニング効果が改良された、コンディショニングシャンプー組成物の必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の１つの実施形態は、コンディショニングシャンプー組成物であって、ａ）洗浄
性界面活性剤、ｂ）アミノシリコーンであって、約１，０００ｃｓ～約１，０００，００
０ｃｓの粘度及び該アミノシリコーンの約０．５重量％未満の窒素を有するアミノシリコ
ーン、及びｃ）水性キャリアを含む、コンディショニングシャンプー組成物に関する。
【０００６】
　もう１つの実施形態において、該コンディショニングシャンプー組成物は、ａ）洗浄性
界面活性剤、ｂ）アミノシリコーンであって、該アミノシリコーンの約０．５重量％未満
の窒素を有するアミノシリコーン、ｃ）少なくとも約１０，０００ｃｓの粘度を有する非
アミノ官能化シリコーン、及びｄ）水性キャリアを含む。本発明のこれら及びその他の態
様は、以下に更に詳細に議論されている。
【０００７】
　本発明のもう１つの実施形態は、ａ）アミノシリコーンと非アミノ官能化シリコーンと
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のあらかじめ形成されたブレンドであって、該アミノシリコーンがアミノシリコーンの約
０．５重量％未満の窒素を有し、該非アミノ官能化シリコーンが少なくとも約１０，００
０ｃｓの粘度を有するブレンド、ｂ）洗浄性界面活性剤、及びｃ）水性キャリアを一緒に
混合することを含む、コンディショニングシャンプー組成物の製造方法に関する。
【０００８】
　本発明のこれら及びその他の特徴、態様、並びに利点は、本開示を読むことにより当業
者に明らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本明細書は、本発明を特定して指摘し明白に請求する特許請求にて結論とするが、次の
好ましい実施形態の説明を添付図面と関連して読むことにより、本発明を更によく理解で
きると考えられている。
【００１０】
　全ての引用文献は、関連部分において参考として本明細書に組み込まれる。いかなる文
献の引用も、それが本発明に関する先行技術であることの承認として解釈されるべきでな
い。
　特に記述されない限り、すべての百分率は、総組成物の重量によるものである。
　特に記述されない限り、すべての比率は重量比である。
　特に明記されない限り、分量、百分率、部分、及び比率を含むすべての量は、「約」と
いう言葉により修正されると理解され、量は有効桁数を示すことを意図しない。
【００１１】
　特に明記されない限り、冠詞「ａ」、「ａｎ」、及び「ｔｈｅ」は、「１又はそれ以上
の」を意味する。
【００１２】
　本明細書において、「μ」はミクロンを意味する。
【００１３】
　本明細書では、「含む」とは、最終結果に影響を与えない他の工程及び他の成分を追加
できることを意味する。この用語は、「からなる」及び「から本質的になる」という用語
を包含する。本発明の組成物及び方法／プロセスは、本明細書に記載される本発明の必須
要素及び制限事項と同様に、本明細書に記載される追加の若しくは任意の成分、構成要素
、工程、又は制限事項のいずれかを含み、これらからなり、またこれらから本質的になる
ことができる。
【００１４】
　本明細書において、「ｃｓ」はセンチストークを意味する。
【００１５】
　本明細書において、「分子量」は重量平均ＭＷを意味し、ゲル浸透クロマトグラフィ（
ＧＰＣ）によって測定できる。
【００１６】
　本明細書において、「ＰＤＭＳ」はポリジメチルシロキサンを意味する。
【００１７】
　本明細書において、「グラフト」は末端基以外のいずれかの位置で主鎖に結合している
ことを意味する。
【００１８】
　本明細書において、「末端」は末端基で主鎖に結合していることを意味する。
【００１９】
　本明細書に説明されている本発明の態様及び実施形態は多くの利点を有する。例えば、
出願人は、ある粘度範囲のアミノシリコーンが、コンディショニングシャンプーに使用さ
れた時に、意外なほど改良されたレベルのアミノシリコーンの沈着を提供することを見出
した。本発明の種々の実施形態は、意外なほど改良されたヘアコンディショニング効果、
例えば、乾燥毛髪の柔軟性、平滑度、毛髪の束の配列（即ち、縮れ毛の最少化）、乾燥時
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の櫛通りやすさ及び／又は全般的にコンディショニングされた毛髪の感触などを提供する
必要性に更に対処する。
【００２０】
　（Ｉ．洗浄性界面活性剤）
　本発明のヘアコンディショニングシャンプー組成物は洗浄性界面活性剤を包含する。洗
浄性界面活性剤構成成分は、組成物に洗浄性能を与えるために包含される。洗浄性界面活
性剤構成成分としては、同様に、陰イオン性の洗浄性界面活性剤、双極性若しくは両性の
洗浄性界面活性剤、又はこれらの組み合わせが挙げられる。このような界面活性剤は、本
明細書に記載される必須構成成分と物理的及び化学的に適合すべきであり、又はそうでな
ければ製品の安定性、審美性若しくは性能を過度に損なわないようにすべきである。
【００２１】
　ヘアコンディショニングシャンプー組成物に用いるのに好適な陰イオン性の洗浄性界面
活性剤構成成分には、毛髪ケア又は他のパーソナルケア洗浄組成物への使用が既知のもの
が挙げられる。組成物中の陰イオン性界面活性剤構成成分の濃度は、所望の洗浄及び起泡
性能を提供するのに十分であるべきであり、一般に、約５％～約５０％、好ましくは約８
％～約３０％、より好ましくは約１０％～約２５％、更により好ましくは約１２％～約２
２％の範囲である。
【００２２】
　組成物に使用するのに好適な好ましい陰イオン性界面活性剤は、アルキルサルフェート
及びアルキルエーテルサルフェートである。これらの物質は、それぞれ式ＲＯＳＯ3Ｍ及
びＲＯ（Ｃ2Ｈ4Ｏ）xＳＯ3Ｍを有し、式中、Ｒは炭素原子数が約８～約１８個のアルキル
又はアルケニルであり、ｘは１～１０の値を有する整数であり、Ｍはアンモニウムのよう
な陽イオン、トリエタノールアミンのようなアルカノールアミン、ナトリウム及びカリウ
ムのような一価金属、並びにマグネシウム及びカルシウムのような多価金属陽イオンであ
る。
【００２３】
　好ましくは、Ｒは、アルキルサルフェート及びアルキルエーテルサルフェートの両方に
おいて、約８～約１８個の炭素原子、より好ましくは約１０～約１６個の炭素原子、更に
より好ましくは約１２～約１４個の炭素原子を有する。アルキルエーテルサルフェートは
、典型的には、エチレンオキシドと約８～約２４個の炭素原子を有する一価アルコールと
の縮合生成物として製造される。アルコールは、合成されたものでも、例えば、ココヤシ
油、パーム核油、及び獣脂のような脂肪から誘導されたものでもよい。ココヤシ油又はパ
ーム核油から誘導されるラウリルアルコール及び直鎖アルコールが好ましい。そのような
アルコールを、約０～約１０モル、好ましくは約２～約５モル、より好ましくは約３モル
のエチレンオキシドと反応させ、例えばアルコール１モルにつき平均３モルのエチレンオ
キシドを有する分子種の得られた混合物を硫酸化し、中和する。
【００２４】
　他の好適な陰イオン性の洗浄性界面活性剤は、式［Ｒ1－ＳＯ3－Ｍ］に従う有機の硫酸
反応生成物の水溶性塩であり、式中、Ｒ1は約８～約２４個、好ましくは約１０～約１８
個の炭素原子を有する、直鎖又は分枝鎖の飽和脂肪族炭化水素ラジカルであり、Ｍは前述
の陽イオンである。
【００２５】
　更に他の好適な陰イオン性の洗浄性界面活性剤は、イセチオン酸でエステル化され、水
酸化ナトリウムで中和された脂肪酸の反応生成物（ここで、例えば脂肪酸はココヤシ油又
はパーム核油から誘導される）であり；脂肪酸が、例えばココヤシ油又はパーム核油から
誘導される脂肪酸である、メチルタウリドの脂肪酸アミドのナトリウム又はカリウム塩で
ある。表題組成物に有用なその他の類似の陰イオン性界面活性剤は、米国特許第２，４８
６，９２１号；第２，４８６，９２２号；及び第２，３９６，２７８号に記載されている
。
【００２６】
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　組成物に用いるのに好適な他の陰イオン性の洗浄性界面活性剤はコハク酸塩であり、そ
の例としては、Ｎ－オクタデシルスルホコハク酸二ナトリウム；ラウリルスルホコハク酸
二ナトリウム；ラウリルスルホコハク酸ジアンモニウム；Ｎ－（１，２－ジカルボキシエ
チル）－Ｎ－オクタデシルスルホコハク酸四ナトリウム；スルホコハク酸ナトリウムのジ
アミルエステル；スルホコハク酸ナトリウムのジヘキシルエステル；及びスルホコハク酸
ナトリウムのジオクチルエステルが挙げられる。
【００２７】
　他の好適な陰イオン性の洗浄性界面活性剤には、約１０～約２４個の炭素原子を有する
オレフィンスルホネートが挙げられる。真正のアルケンスルホネート及び一部のヒドロキ
シ－アルカンスルホネートに加えて、オレフィンスルホネートは、反応条件、反応物の比
率、オレフィンストックにおける出発オレフィン及び不純物の性質、並びにスルホン化プ
ロセス中の副反応に依存して、アルケンジスルホネートのような少量の他材料を含むこと
ができる。このようなα－オレフィンスルホネート混合物の非限定例は、米国特許第３，
３３２，８８０号に記載されている。
【００２８】
　組成物に用いるのに好適な陰イオン性の洗浄性界面活性剤の別の部類は、β－アルキル
オキシアルカンスルホネートである。これらの界面活性剤は、式Ｉ：
【００２９】
【化１】

に従い、式中、Ｒ1は約６～約２０個の炭素原子を有する直鎖アルキル基であり、Ｒ2は約
１～約３個の炭素原子、好ましくは１個の炭素原子を有する低級アルキル基であり、Ｍは
先に記載したような水溶性の陽イオンである。
【００３０】
　本組成物に用いられる好ましい陰イオン性の洗浄性界面活性剤にはラウリル硫酸アンモ
ニウム、ラウレス硫酸アンモニウム、ラウリル硫酸トリエチルアミン、ラウレス硫酸トリ
エチルアミン、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ラウレス硫酸トリエタノールアミン
、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウレス硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫
酸ジエタノールアミン、ラウレス硫酸ジエタノールアミン、ラウリルモノグリセリド硫酸
ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウレス硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸カリウム
、ラウレス硫酸カリウム、ラウリルサルコシン酸ナトリウム、ラウロイルサルコシン酸ナ
トリウム、ラウリルサルコシン、ココイルサルコシン、ココイル硫酸アンモニウム、ラウ
ロイル硫酸アンモニウム、ココイル硫酸ナトリウム、ラウロイル硫酸ナトリウム、ココイ
ル硫酸カリウム、ラウリル硫酸カリウム、ラウリル硫酸トリエタノールアミン、ラウリル
硫酸トリエタノールアミン、ココイル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸モノエタ
ノールアミン、トリデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、ドデシルベンゼンスルホン酸
ナトリウム、ココイルイセチオン酸ナトリウム及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【００３１】
　本明細書の組成物に用いるのに好適な両性又は双極性の洗浄性界面活性剤には、ヘアケ
ア又は他のパーソナルケア洗浄における使用で既知の界面活性剤が挙げられる。こうした
両性の洗浄性界面活性剤の濃度は、好ましくは、約０．５％～約２０％、好ましくは約１
％～約１０％の範囲である。好適な双極性又は両性界面活性剤の非限定例は、米国特許第
５，１０４，６４６号（ボリッチ・ジュニア（Bolich Jr.）ら）、同第５，１０６，６０
９号（ボリッチ・ジュニア（Bolich Jr.）ら）に記載されている。
【００３２】
　本組成物に用いるのに好適な両性の洗浄性界面活性剤は、当該技術分野において周知で



(6) JP 4046193 B2 2008.2.13

10

20

30

40

50

あり、脂肪族ラジカルが直鎖又は分枝鎖であることができる脂肪族二級及び三級アミンの
誘導体として広く記述される界面活性剤が挙げられるが、その際、脂肪族置換基の１つは
約８～約１８個の炭素原子を含有し、１つはカルボキシ、スルホネート、サルフェート、
ホスフェート、又はホスホネートのような陰イオン性基を含有する。本発明に用いるのに
好ましい両性の洗浄性界面活性剤には、ココアンホ酢酸塩、ココアンホ二酢酸塩、ラウロ
アンホ酢酸塩、ラウロアンホ二酢酸塩、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００３３】
　組成物に用いるのに好適な双極性洗浄性界面活性剤は当該技術分野において周知であり
、脂肪族ラジカルが直鎖又は分枝鎖であることができる脂肪族第四級アンモニウム、ホス
ホニウム、及びスルホニウム化合物の誘導体として広く記載されている界面活性剤が挙げ
られるが、その際、脂肪族置換基の内の１つは約８～約１８個の炭素原子を含有し、１つ
はカルボキシ、スルホネート、サルフェート、ホスフェート又はホスホネートのような陰
イオン性基を含有する。ベタインのような双極性のものが好ましい。
【００３４】
　本発明の組成物は、前述した陰イオン性の洗浄性界面活性剤構成成分と組み合わせて使
用される追加的な界面活性剤を更に含んでもよい。好適な任意の界面活性剤には、非イオ
ン性及び陽イオン性の界面活性剤が挙げられる。ヘアケア製品又はパーソナルケア製品に
用いられる、当該技術分野において既知であるこのようないずれの界面活性剤を使用して
もよいが、その任意の追加的な界面活性剤が、やはり組成物の必須構成成分と化学的及び
物理的に適合性があるか、そうでなければ製品性能、審美性又は安定性を過度に損なわな
い場合に限る。組成物中の任意の追加的な界面活性剤の濃度は、所望の洗浄又は起泡性能
、選択される任意の界面活性剤、所望の製品濃度、組成物中の他の構成成分の存在、及び
当該技術分野において周知の他の要因に応じて変更されてもよい。
【００３５】
　この組成物に用いるのに好適なその他の陰イオン性、双極性、両性、又は任意の追加の
界面活性剤の非限定例は、マカッチャン（McCutcheon）の乳化剤と洗剤（Emulsifiers an
d Detergents）、１９８９年年鑑、Ｍ．Ｃ．出版社（M.C.Publishing Co.）より出版、及
び米国特許第３，９２９，６７８号、同第２，６５８，０７２号；同第２，４３８，０９
１号；同第２，５２８，３７８号に記載されている。
【００３６】
　（ＩＩ．シリコーン）
　本発明のヘアコンディショニングシャンプー組成物は更に、シリコーンを包含する。１
つの実施形態において、シリコーン構成成分は、アミノ官能化シリコーン（「アミノシリ
コーン」）で構成される。もう１つの実施形態において、シリコーン構成成分は、アミノ
シリコーンと非アミノ官能化シリコーン（即ち、アミン官能基を含有しないシリコーン；
本明細書で「ＮＡＦＳ」）との組み合わせである。このような実施形態において、アミノ
シリコーン及びＮＡＦＳは、好ましくはアミノシリコーンとＮＡＦＳのブレンドを含有す
るエマルション液滴又は粒子を形成する。
【００３７】
　好ましくは、本発明で使用されるシリコーンは粒径が約５０μ未満である。シリコーン
粒径が約５μ未満である実施形態は、好ましくは更に沈着補助剤を包含する。好ましい沈
着補助剤の例は、以下に更に詳細に議論する。粒径が約５μ～約５０μのシリコーンを用
いる毛髪シャンプーコンディショニング組成物の実施形態は、好ましくは沈着補助剤を包
含しない。
【００３８】
　粒径は、ホリバ（Horiba）型式ＬＡ－９１０レーザー散乱粒度分布分析装置（ホリバ・
インストルメンツ社（Horiba Instruments,Inc.）、米国カリフォルニア州アービン（Iri
vine））を使用して、レーザー光散乱技術により測定してもよい。
　本明細書で議論されるシリコーンの粘度は、２５℃で測定される。
【００３９】
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　（Ａ．アミノシリコーン）
　本明細書において「アミノシリコーン」は、いかなるアミン官能化シリコーンも意味し
、即ち、少なくとも１つの一級アミン、二級アミン、三級アミン、又は四級アンモニウム
基を含有するシリコーンを意味する。好ましいアミノシリコーンは、典型的には該アミノ
シリコーンの約０．５重量％未満、より好ましくは約０．２重量％未満、より一層好まし
くは約０．１０重量％未満の窒素を有する。アミノシリコーン中の窒素（アミノ官能基）
が更に高濃度になると、摩擦低減の減少と毛髪へのアミノシリコーンの沈着減少の両方が
生じる傾向があり、その結果、アミノシリコーン構成成分からのコンディショニング効果
が極小～ゼロになる。
【００４０】
　好ましい実施形態では、アミノシリコーンは約１，０００ｃｓ～約１，０００，０００
ｃｓ、より好ましくは約２，０００ｃｓ～約６００，０００ｃｓ、より好ましくは約４，
０００ｃｓ～約４００，０００ｃｓの粘度を有する。アミノシリコーンの粘度は、アミノ
シリコーンを唯一のシリコーン構成成分として含有する実施形態において、より重要であ
る。しかし、アミノシリコーンをＮＡＦＳとの組み合わせで含有する実施形態において、
アミノシリコーン構成成分の粘度は、こうした複数のシリコーンを含有する実施形態にお
ける全シリコーンの少数部分をアミノシリコーンが占める時には、あまり重要でなくなる
。アミノシリコーンは、グラフト又は末端であってもよい。好ましいグラフトアミノシリ
コーンは、約１，０００～約５０，０００ｃｓ、より好ましくは約５，０００～約３０，
０００ｃｓ、より一層好ましくは約１０，０００～約２５，０００ｃｓの粘度を有する。
好ましい末端アミノシリコーンは、約１，０００～約１，０００，０００ｃｓ、より好ま
しくは約５０，０００～約５００，０００ｃｓ、より一層好ましくは約１００，０００～
約３０，０００ｃｓの粘度を有する。
【００４１】
　本発明の実施形態に使用するための好ましいアミノシリコーンの例としては、一般式（
ＩＩ）：
　（Ｒ1）aＧ3-a－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ2）n－（－ＯＳｉＧb（Ｒ1）2-b)m－Ｏ－ＳｉＧ3-

a（Ｒ1）a

に従うものが挙げられるがこれに限定されず、式中、Ｇは水素、フェニル、ヒドロキシ、
又はＣ1～Ｃ8のアルキル、好ましくはメチルであり、ａは０又は１～３の値を有する整数
、好ましくは１であり；ｂは０、１又は２、好ましくは１であり；ｎは１０～１，９９９
、好ましくは４９～５００の数であり；ｍは０～２，０００、好ましくは０～１０の整数
であり；ｎとｍの合計は１００～２，０００、好ましくは４００～１８００の数であり；
Ｒ1は一般式ＣqＨ2qＬに従う一価のラジカルであり、ここで、ｑは２～８の値を有する整
数であり、Ｌは次の基：－Ｎ（Ｒ2）ＣＨ2－ＣＨ2－Ｎ（Ｒ2）2；－Ｎ（Ｒ2）2；－Ｎ（
Ｒ2）3Ａ

-；－Ｎ（Ｒ2）ＣＨ2－ＣＨ2－ＮＲ2Ｈ2Ａ
-、から選択され、ここで、Ｒ2は水素

、フェニル、ベンジル、又は飽和炭化水素ラジカル、好ましくは約Ｃ1～約Ｃ20のアルキ
ルラジカルであり、Ａ-はハロゲンイオンである。
【００４２】
　式（ＩＩ）に対応する好ましいアミノシリコーンは、ｍ＝０、ａ＝１、ｑ＝３、ｎ～１
６００であり、Ｌは－Ｎ（ＣＨ3）2である。
【００４３】
　本発明の組成物で使用されてもよい他のアミノシリコーンポリマーは、一般式（ＩＩＩ
）：
【００４４】
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【化２】

によって表され、式中、Ｒ3はＣ1～Ｃ18の一価炭化水素ラジカル、好ましくはメチルのよ
うなアルキル又はアルケニルラジカルであり；Ｒ4は炭化水素ラジカル、好ましくはＣ1～
Ｃ18のアルキレンラジカル又はＣ10～Ｃ18のアルキレンオキシラジカル、より好ましくは
Ｃ1～Ｃ8のアルキレンオキシラジカルであり；Ｑ-はハロゲンイオン、好ましくは塩化物
であり；ｒは２～２０、好ましくは２～８の平均統計値であり；ｓは２０～２００、好ま
しくは２０～５０の平均統計値である。この種類の好ましいポリマーは、ユーケアシリコ
ーン（UCARE SILICONE）ＡＬＥ５６（商標）として既知であり、ユニオン・カーバイド（
Union Carbide）より入手可能である。
【００４５】
　（Ｂ．非アミノ官能化シリコーン（ＮＡＦＳ））
　ＮＡＦＳを含有する実施形態において、アミノシリコーンとＮＡＦＳの重量比は、好ま
しくは約１：２～約１：９９．９、より好ましくは約１：５～約１：９９、より好ましく
は約５：９５である。好ましくは、ＮＡＦＳは少なくとも約１０，０００ｃｓ、より好ま
しくは約６０，０００ｃｓ～約２，０００，０００ｃｓ、より好ましくは約１００，００
０ｃｓ～約５００，０００ｃｓの粘度を有する。
【００４６】
　ＮＡＦＳ構成成分は、揮発性ＮＡＦＳ、不揮発性ＮＡＦＳ、又はこれらの組み合わせを
含んでもよい。好ましいのは、不揮発性ＮＡＦＳである。揮発性ＮＡＦＳが存在する場合
、それは典型的には、ＮＡＦＳガム及び樹脂のような不揮発性ＮＡＦＳ物質成分の市販形
態のための、溶媒又はキャリアとしての使用に付随するものである。ＮＡＦＳはシリコー
ン流体コンディショニング剤を含んでもよく、またシリコーン流体沈着効果を改良するか
又は毛髪のつやを増大するために、ＮＡＦＳ樹脂のような他の成分を含んでもよい。
【００４７】
　ＮＡＦＳの濃度は、典型的には、約０．０１％～約１０％、好ましくは約０．１％～約
８％、より好ましくは約０．１％～約５％、より好ましくは約０．２％～約３％の範囲で
ある。好適なＮＡＦＳの非限定例及びシリコーンのための任意の懸濁剤の非限定例は、米
国再発行特許第３４，５８４号、米国特許第５，１０４，６４６号、及び米国特許第５，
１０６，６０９号に記載されている。
【００４８】
　シリコーン流体、ガム、及び樹脂、並びにシリコーンの製造を論じる項を含むシリコー
ンの背景資料は、「ポリマーの科学と技術の百科事典（Encyclopedia of Polymer Scienc
e and Engineering）」、１５巻、第２版、２０４～３０８ページ、ジョン・ワイリー・
アンド・サンズ社（John Wiley & Sons Inc.）（１９８９年）に見出される。
【００４９】
　アミノシリコーンとＮＡＦＳとのブレンドを含有する実施形態は数点の利益を提供する
が、例えばシリコーン構成成分の沈着が改良されること、及び唯一のシリコーン構成成分
としてＮＡＦＳを含有する組成物よりも毛髪の感触が改良されることが挙げられる。更に
、アミノシリコーンは一般にＮＡＦＳより高額であり、両物質を含有する組成物は一般に
、シリコーン構成成分としてアミノシリコーンのみを含有する組成物よりも安価になり、
さらになお唯一のシリコーン構成成分としてＮＡＦＳを含有する組成物に比べヘアコンデ
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ィショニングが改良される。
【００５０】
　（１）ＮＡＦＳオイル
　ＮＡＦＳ流体としてはＮＡＦＳオイルが挙げられるが、これは２５℃で測定した時に粘
度が１，０００，０００ｃｓ未満、好ましくは約５ｃｓ～約１，０００，０００ｃｓ、よ
り好ましくは約１００ｃｓ～約６００，０００ｃｓである、流動性のシリコーン物質であ
る。本発明の組成物に用いるのに好適なＮＡＦＳオイルには、ポリアルキルシロキサン、
ポリアリールシロキサン、ポリアルキルアリールシロキサン、ポリエーテルシロキサンコ
ポリマー、及びこれらの混合物が挙げられる。ヘアコンディショニング特性を有する他の
不溶性不揮発性ＮＡＦＳ流体もまた使用してよい。
【００５１】
　ＮＡＦＳオイルには、次の式（ＩＶ）：
【００５２】
【化３】

に従うポリアルキル又はポリアリールシロキサンが挙げられ、式中、Ｒは脂肪族、好まし
くはアルキル若しくはアルケニル、又はアリールであり、Ｒは置換又は非置換であること
ができ、ｘは１～約８，０００の整数である。本発明の組成物に用いるのに好適なＲ基と
しては、アルコキシ基、アリールオキシ基、アルキルアリール基、アリールアルキル基、
アリールアルケニル基、アルカミノ基、並びにエーテル置換、ヒドロキシル置換、及びハ
ロゲン置換脂肪族基及びアリール基が挙げられるが、これらに限定されない。また、好適
なＲ基には、陽イオン性アミン及び第四級アンモニウム基も挙げられる。
【００５３】
　好ましいアルキル及びアルケニル置換基はＣ1～Ｃ5、より好ましくはＣ1～Ｃ4、より好
ましくはＣ1～Ｃ2のアルキル及びアルケニルである。その他のアルキル－、アルケニル－
、又はアルキニル－含有基（例えば、アルコキシ、アルカリール、及びアルカミノ）の脂
肪族部分は、直鎖又は分枝鎖であることができ、好ましくはＣ1～Ｃ5、より好ましくはＣ

1～Ｃ4、更により好ましくはＣ1～Ｃ3、より好ましくはＣ1～Ｃ2である。前述したように
、Ｒ置換基もまたアミノ官能性（例えば、アルキルアミノ基）を含有することができ、こ
れは第一級、第二級、若しくは第三級アミン、又は第四級アンモニウムであることができ
る。これらには、モノ－、ジ－、及びトリ－アルキルアミノ及びアルコキシアミノ基が挙
げられるが、その際、脂肪族部分の鎖長は、好ましくは本明細書に記載されるものである
。
【００５４】
　（２）ＮＡＦＳガム
　本発明の組成物に用いるのに好適な他のＮＡＦＳ流体は、不溶性ＮＡＦＳガムである。
これらのガムは、２５℃にて測定した時に、１，０００，０００ｃｓ以上の粘度を有する
ポリオルガノシロキサン物質である。ＮＡＦＳガムは、米国特許第４，１５２，４１６号
（ノル及びウォルター（Noll and Walter））のシリコーンの化学と技術（Chemistry and
 Technology of Silicones）、ニューヨーク：アカデミック出版（Academic Press）（１
９６８年）；並びにゼネラル・エレトリック・シリコーン・ラバー製品データシート（Ge
neral Electric Silicone Rubber Product Data Sheets）ＳＥ３０、ＳＥ３３、ＳＥ５４
及びＳＥ７６に記載されている。本発明の組成物に使用されるＮＡＦＳガムの具体的な非
限定例としては、ポリジメチルシロキサン、（ポリジメチルシロキサン）（メチルビニル
シロキサン）コポリマー、ポリ（ジメチルシロキサン）（ジフェニルシロキサン）（メチ
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ルビニルシロキサン）コポリマー、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００５５】
　（３）高屈折率ＮＡＦＳ
　本発明の組成物に用いるのに好適なその他の不揮発性の不溶性ＮＡＦＳは、少なくとも
約１．４６、好ましくは少なくとも約１．４８、より好ましくは少なくとも約１．５２、
より好ましくは少なくとも約１．５５の屈折率を有する「高屈折率シリコーン」として既
知のものである。ポリシロキサン流体の屈折率は、一般に約１．７０未満、典型的には約
１．６０未満である。この状況では、ポリシロキサン「流体」には、油と同様にガムが含
まれる。
【００５６】
　高屈折率ポリシロキサン流体には、上の一般式（ＩＶ）によって表されるものと同様に
、下式（Ｖ）：
【００５７】
【化４】

によって表されるもののような環状ポリシロキサンが挙げられ、式中、Ｒは上記に定義し
た通りであり、ｎは約３～約７、好ましくは約３～約５の数である。
【００５８】
　高屈折率ポリシロキサン流体は、屈折率を本明細書に記載される所望のレベルまで増大
させるのに十分な量のアリール含有Ｒ置換基を含有する。更に、Ｒ及びｎは、物質が不揮
発性になるように選択されなければならない。
【００５９】
　アリール含有置換基には、脂環式及び複素環式の５員及び６員のアリール環を含有する
もの、並びに５員又は６員の縮合環を含有するものが挙げられる。アリール環自体は、置
換又は非置換であり得る。
【００６０】
　一般に、高屈折率ポリシロキサン流体は、少なくとも約１５％、好ましくは少なくとも
２０％、より好ましくは少なくとも２５％、更により好ましくは少なくとも約３５％、よ
り好ましくは少なくとも約５０％程度のアリール含有置換基を有する。典型的には、アリ
ール置換の程度は、約９０％未満、より一般的には約８５％未満、好ましくは約５５％～
約８０％である。
【００６１】
　好ましい高屈折率ポリシロキサン流体は、フェニル置換基又はフェニル誘導体置換基（
より好ましくはフェニル）と、アルキル置換基、好ましくはＣ1～Ｃ4のアルキル（より好
ましくはメチル）、ヒドロキシ、又はＣ1～Ｃ4のアルキルアミノ（特に－Ｒ1ＮＨＲ2ＮＨ
２であり、式中、それぞれＲ1及びＲ2は独立してＣ1～Ｃ3のアルキル、アルケニル、及び
／又はアルコキシ）との組み合わせを有する。
【００６２】
　本発明の組成物に高屈折率ＮＡＦＳが用いられる時、それは好ましくは、溶液中で、Ｎ
ＡＦＳ樹脂又は界面活性剤のような展着剤と共に用いられ、展着を高め、それによって組
成物で処置される毛髪の光沢度（乾燥後）を向上させるのに十分な量で、表面張力を減少
させる。
【００６３】
　本発明の組成物に用いるのに好適なＮＡＦＳ流体は、米国特許第２，８２６，５５１号
、米国特許第３，９６４，５００号、米国特許第４，３６４，８３７号、英国特許第８４
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９，４３３号（British Pat. No. 849,433）、及び「シリコン化合物（Silicon Compound
s）」（ペトラルカ・システムズ社（Petrarch Systems,Inc.）、１９８４年）に開示され
ている。
【００６４】
　（４）ＮＡＦＳ樹脂
　ＮＡＦＳ樹脂は、本発明の組成物に包含されてもよい。これらの樹脂は、高度に架橋し
たポリマーシロキサン系である。架橋は、ＮＡＦＳ樹脂の製造時に、三官能性及び四官能
性のシランを一官能性若しくは二官能性、又はその両方のシランと共に組み込むことによ
って導入される。
【００６５】
　特にＮＡＦＳ物質及びＮＡＦＳ樹脂は、「ＭＤＴＱ」命名法として当業者に既知の簡易
命名法のシステムに従って、便利に識別することができる。このシステムにおいては、Ｎ
ＡＦＳは、ＮＡＦＳを構成する種々のシロキサンモノマー単位の存在に従って記述される
。簡潔に述べると、記号Ｍは一官能性単位（ＣＨ3）3ＳｉＯ0.5を示し、Ｄは二官能性単
位（ＣＨ3）2ＳｉＯを示し、Ｔは三官能性単位（ＣＨ3）ＳｉＯ1.5を示し、Ｑは四官能性
単位ＳｉＯ2を示す。ユニット記号のプライム符号（例えば、Ｍ’、Ｄ’、Ｔ’及びＱ’
）は、メチル以外の置換基を意味しており、また出現の度に明確に定義されなければなら
ない。
【００６６】
　本発明の組成物に用いるのに好ましいＮＡＦＳ樹脂としては、ＭＱ、ＭＴ、ＭＴＱ、Ｍ
ＤＴ及びＭＤＴＱ樹脂が挙げられるが、これらに限定されない。メチル基は、好ましいＮ
ＡＦＳ置換基である。特に好ましいシリコーン樹脂はＭＱ樹脂であり、ここでＭ：Ｑの比
は、約０．５：１．０～約１．５：１．０であり、ＮＡＦＳ樹脂の平均分子量は、約１０
００～約１０，０００である。
【００６７】
　屈折率が１．４６未満の不揮発性ＮＡＦＳ流体とＮＡＦＳ樹脂構成成分との使用時の重
量比は、特に、ＮＡＦＳ流体構成成分が前述したようなポリジメチルシロキサン流体、又
はポリジメチルシロキサン流体とポリジメチルシロキサンガムとの混合物である時には、
好ましくは約４：１～約４００：１、より好ましくは約９：１～約２００：１、より好ま
しくは約１９：１～約１００：１である。シリコーン樹脂が本発明の組成物中でシリコー
ン流体と同一の相の一部を形成する限り、即ち、コンディショニング活性である限り、組
成物中のＮＡＦＳコンディショニング剤の濃度を決定する際に流体と樹脂との合計が含ま
れるべきである。
【００６８】
　（ＩＩＩ．水性キャリア）
　本発明の好ましい実施形態は、注入可能な液体の形態（周囲条件のもとで）である。そ
のため、このような組成物は典型的には水性キャリアを含み、これは約２０％～約９５％
、より好ましくは約６０％～約８５％の濃度で存在する。水性キャリアは、水又は水と有
機溶媒との混和性混合物を含んでもよいが、好ましくは、他の必須構成成分又は任意構成
成分の微量成分として組成物中に付随的に組み込まれてしまう場合を除き、最小限の水で
あるか又は有意でない濃度の有機溶媒を含む。
【００６９】
　（ＩＶ．沈着補助剤）
　本発明の実施形態の１つでは、コンディショニングシャンプー組成物は沈着補助剤を更
に包含する。本明細書において、「沈着補助剤」は、使用中のコンディショニングシャン
プー組成物から意図する部位、即ち、毛髪及び／又は頭皮上へのシリコーン構成成分の沈
着を増強する剤を意味する。好ましい実施形態は、約０．０１～約１０％、より好ましく
は約０．１～約２％の沈着補助剤を包含する。
【００７０】
　沈着補助剤は、好ましくは陽イオン性ポリマーである。好ましいヘアコンディショニン
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グシャンプー組成物の実施形態は、好ましくは０．０５％～約３％、より好ましくは約０
．０７５％～約２．０％、より好ましくは約０．１％～約１．０％の陽イオン性ポリマー
を有する。好ましい陽イオン性ポリマーは、少なくとも約０．９ｍｅｑ／ｇ、好ましくは
少なくとも約１．２ｍｅｑ／ｇ、より好ましくは少なくとも約１．５ｍｅｑ／ｇの電荷密
度を有するが、しかしまた組成物の意図される用途のｐＨ（一般に、ｐＨ約３～ｐＨ約９
、好ましくはｐＨ約４～ｐＨ約８の範囲）においては、好ましくは約７ｍｅｑ／ｇ未満、
より好ましくは約５ｍｅｑ／ｇ未満の陽イオン電荷密度を有する。本明細書においてポリ
マーの「陽イオン電荷密度」とは、ポリマーの分子量に対する、ポリマー上の正電荷の数
の比を指す。このような好適な陽イオン性ポリマーの平均分子量は、一般に約１０，００
０～１０，０００，０００、好ましくは約５０，０００～約５，０００，０００、より好
ましくは約１００，０００～約３，０００，０００である。
【００７１】
　本発明の組成物に用いるのに好適な陽イオン性ポリマーは、第四級アンモニウムのよう
な陽イオン性窒素含有部分又は陽イオン性プロトン化アミノ部分を含有する。陽イオン性
プロトン化アミンは、組成物の特定の化学種及び選択されたｐＨに応じて、第一級、第二
級、又は第三級アミン（好ましくは第二級又は第三級）であることができる。ポリマーが
水、組成物、又は組成物のコアセルベート相に可溶なままである限り、また対イオンが組
成物の必須構成成分に物理的及び化学的に適合性があるか、そうでなければ過度に製品性
能、安定性又は審美性を損なわない限り、いかなる陰イオン性対イオンも、陽イオン性ポ
リマーと共同して使用することができる。そのような対イオンの非限定例には、ハロゲン
化物（例、塩化物、フッ化物、臭化物、ヨウ化物）、サルフェート及びメチルサルフェー
トが挙げられる。
【００７２】
　こうしたポリマーの非限定例は、エストリン（Estrin）、クロスリー（Crosley）、及
びヘインズ（Haynes）編の「ＣＴＦＡ化粧品成分辞典（CTFA Cosmetic Ingredient Dicti
onary）」、第３版（化粧品香料工業協会（The Cosmetic,Toiletry,and Fragrance Assoc
iation,Inc.）、ワシントンＤ．Ｃ．（１９８２年））に記載されている。
【００７３】
　好適な陽イオン性ポリマーの非限定例としては、陽イオン性プロトン化アミン又は第四
級アンモニウム官能基を有するビニルモノマーと、アクリルアミド、メタクリルアミド、
アルキル及びジアルキルアクリルアミド、アルキル及びジアルキルメタクリルアミド、ア
ルキルアクリレート、アルキルメタクリレート、ビニルカプロラクトン、又はビニルピロ
リドンのような水溶性スペーサーモノマーとのコポリマーが挙げられる。
【００７４】
　本明細書の組成物の陽イオン性ポリマーに含まれるのに好適な陽イオン性プロトン化ア
ミノ及び第四級アンモニウムモノマーには、ジアルキルアミノアルキルアクリレート、ジ
アルキルアミノアルキルメタクリレート、モノアルキルアミノアルキルアクリレート、モ
ノアルキルアミノアルキルメタクリレート、トリアルキルメタクリルオキシアルキルアン
モニウム塩、トリアルキルアクリルオキシアルキルアンモニウム塩、ジアリル第四級アン
モニウム塩で置換されたビニル化合物、並びにピリジニウム、イミダゾリウム、及び四級
化ピロリドン、例えばアルキルビニルイミダゾリウム、アルキルビニルピリジニウム、ア
ルキルビニルピロリドン塩のような環状陽イオン性窒素含有環を有するビニル第四級アン
モニウムモノマーで置換されたビニル化合物が挙げられる。
【００７５】
　組成物に用いられる他の好適な陽イオン性ポリマーには、１－ビニル－２－ピロリドン
と１－ビニル－３－メチルイミダゾリウム塩のコポリマー（例えば、塩化物）（化粧品香
料工業協会（Cosmetic,Toiletry,and Fragrance Association）「ＣＴＦＡ」により、産
業界で、ポリクオタニウム－１６と称される）；１－ビニル－２－ピロリドンとジメチル
アミノエチルメタクリレートのコポリマー（産業界で、ＣＴＦＡによりポリクオタニウム
－１１と称される）；陽イオン性ジアリル第四級アンモニウム含有ポリマー、例えば、ジ
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メチルジアリルアンモニウムクロライドホモポリマー、アクリルアミドとジメチルジアリ
ルアンモニウムクロライドのコポリマー（産業界で、ＣＴＦＡにより、それぞれポリクオ
タニウム６及びポリクオタニウム７と称される）；アクリル酸の両性コポリマー、例えば
、アクリル酸とジメチルジアリルアンモニウムクロライドのコポリマー（産業界で、ＣＴ
ＦＡにより、ポリクオタニウム２２と称される）；アクリル酸とジメチルジアリルアンモ
ニウムクロライド及びアクリルアミドとのターポリマー（産業界で、ＣＴＦＡにより、ポ
リクオタニウム３９と称される）；並びにアクリル酸とメタクリルアミドプロピルトリメ
チルアンモニウムクロライド及びメチルアクリレートとのターポリマー（産業界で、ＣＴ
ＦＡにより、ポリクオタニウム４７と称される）が挙げられる。好ましい陽イオン性置換
モノマーは、陽イオン性置換ジアルキルアミノアルキルアクリルアミド、ジアルキルアミ
ノアルキルメタクリルアミド、及びこれらの組み合わせである。これらの好ましいモノマ
ーは、式ＶＩ：
【００７６】
【化５】

に従い、式中、Ｒ1は、水素、メチル又はエチルであり；Ｒ2、Ｒ3及びＲ4はそれぞれ独立
して、水素又は約１～約８個の炭素原子、好ましくは約１～約５個の炭素原子、より好ま
しくは約１～約２個の炭素原子を有する短鎖アルキルであり；ｎは約１～約８、好ましく
は約１～約４の値を有する整数であり；Ｘは対イオンである。Ｒ2、Ｒ3及びＲ4に結合す
る窒素は、プロトン化したアミン（第一級、第二級又は第三級）であってもよいが、好ま
しくは第四級アンモニウムであり、ここで、各Ｒ2、Ｒ3及びＲ4はアルキル基であり、そ
の非限定例はポリメタクリルアミドプロピルトリモニウムクロライドであって、米国ニュ
ージャージー州クランベリーのローヌ・プーラン（Rhone-Poulenc）より、ポリケア（Pol
ycare）１３３の商品名で入手可能である。コポリマーの陽イオン電荷密度が上に指定し
た範囲に留まるような、この陽イオン性モノマーと非イオン性モノマーとのコポリマーも
好ましい。
【００７７】
　組成物に用いられるその他の好適な陽イオン性ポリマーには、陽イオン性セルロース誘
導体及び陽イオン性のデンプン誘導体のような多糖類ポリマーが挙げられる。好適な陽イ
オン性多糖類ポリマーには、次の式ＶＩＩ：
【００７８】
【化６】

に従うものが挙げられ、式中、Ａはデンプン又はセルロースアンヒドログルコース残基の
ようなアンヒドログルコース残基であり；Ｒはアルキレンオキシアルキレン、ポリオキシ
アルキレン、又はヒドロキシアルキレン基、又はこれらの組み合わせであり；Ｒ1、Ｒ2、
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及びＲ3は独立して、アルキル、アリール、アルキルアリール、アリールアルキル、アル
コキシアルキル、又はアルコキシアリール基であり、各基は約１８個までの炭素原子を含
有し、各陽イオン性部分の炭素原子の総数（即ち、Ｒ1、Ｒ2及びＲ3にある炭素原子の合
計）は、好ましくは約２０以下であり；Ｘは上文に記載したように、陰イオン性対イオン
である。
【００７９】
　好ましい陽イオン性セルロースポリマーは、トリメチルアンモニウム置換エポキシドと
反応したヒドロキシエチルセルロースの塩であり、当業界（ＣＴＦＡ）ではポリクオタニ
ウム１０と呼ばれ、アマコール社（Amerchol Corp.）（米国ニュージャージー州エジソン
）よりポリマーＬＲ、ＪＲ、及びＫＧシリーズのポリマーとして入手可能である。陽イオ
ン性セルロースのその他の好適な種類には、当業界（ＣＴＦＡ）ではポリクオタニウム２
４と呼ばれる、ラウリルジメチルアンモニウム置換エポキシドと反応したヒドロキシエチ
ルセルロースのポリマーの第四級アンモニウム塩が挙げられる。これらの物質は、アマコ
ール社（Amerchol Corp.）より、ポリマーＬＭ－２００の商品名で入手可能である。
【００８０】
　その他の好適な陽イオン性ポリマーには、グアーヒドロキシプロピル塩化トリモニウム
のような陽イオン性グアーガム誘導体が挙げられ、その具体例にはローヌ・プーラン社（
Rhone-Poulenc Incorporated）より市販されているジャガー（Jaguar）シリーズ及びハー
キュレス社（Hercules,Inc.）のアクアロン部（Aqualon Division）より市販されている
Ｎ－ハンス（N-Hance）シリーズが挙げられる。その他の好適な陽イオン性ポリマーには
、四級窒素含有セルロースエーテルが挙げられ、その数例が、米国特許第３，９６２，４
１８号に記載されている。その他の好適な陽イオン性ポリマーには、エーテル化セルロー
ス、グアー及びデンプンのコポリマーが挙げられ、その幾つかの例は、米国特許第３，９
５８，５８１号に記載されている。用いられる場合、本明細書の陽イオン性ポリマーは、
組成物に可溶性であるか、又は陽イオン性ポリマーと先に記載した陰イオン性、両性及び
／又は双極性の洗浄性界面活性剤構成成分とによって形成された組成物中の複合コアセル
ベート相に可溶性であるか、のいずれかである。また、陽イオン性ポリマーの複合コアセ
ルベートは、組成物中の他の荷電物質で形成することもできる。
【００８１】
　複合コアセルベートの形成を分析する技術は、当該技術分野において既知である。例え
ば、希釈の選択されたあらゆる段階で、組成物の顕微鏡分析を用いて、コアセルベート相
が形成されたかどうか確認することができる。このようなコアセルベート相は、組成物中
に追加的な乳化相として確認可能である。染料の使用は、コアセルベート相を、組成物中
に分散するその他の不溶性の相と区別する補助となり得る。
【００８２】
　（Ｖ．他の成分）
　本発明のコンディショニングシャンプー組成物のある実施形態は、任意構成成分が本明
細書に記載される必須成分と物理的及び化学的に適合性があるか、さもなければ製品の安
定性、審美性又は性能を過度に損なわないという条件で、ヘアケア又はパーソナルケア製
品への使用が既知である１つ以上の任意構成成分を更に含んでもよい。このような任意構
成成分の個々の濃度は、約０．００１％～約１０％の範囲であってもよい。
【００８３】
　該組成物に用いられる任意構成成分の非限定例には、分散した粒子、陽イオン性ポリマ
ー、その他のコンディショニング剤（炭化水素油、脂肪酸エステル、その他のシリコーン
）、抗ふけ剤、懸濁剤、粘度調整剤、染料、不揮発性溶媒又は希釈剤（水溶性及び非水溶
性）、真珠光沢助剤、起泡増進剤、追加の界面活性剤又は非イオン性補助界面活性剤、殺
シラミ剤、ｐＨ調整剤、香料、防腐剤、キレート剤、タンパク質、皮膚活性剤、日焼け止
め剤、ＵＶ吸収剤、及びビタミン類が挙げられる。
【００８４】
　（Ａ．分散した粒子）
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　本発明の組成物は、分散した粒子を包含してもよい。本発明の組成物中に、少なくとも
０．０２５重量％の分散した粒子、より好ましくは少なくとも０．０５重量％、なおより
好ましくは少なくとも０．１重量％、更により好ましくは少なくとも０．２５重量％、な
おより好ましくは少なくとも０．５重量％の分散した粒子を組み込むことが好ましい。本
発明の組成物中に、約２０重量％を超えない分散した粒子、より好ましくは約１０重量％
を超えない、なおより好ましくは５重量％を超えない、更により好ましくは３重量％を超
えない、なおより好ましくは２重量％を超えない、分散した粒子を組み込むことが好まし
い。
【００８５】
　（Ｂ．非イオン性ポリマー）
　約１０００より大きな分子量を有するポリアルキレングリコールが本明細書においては
有用である。次の一般式ＶＩＩＩ：
【００８６】
【化７】

を有するものが有用であり、式中、Ｒ95はＨ、メチル、及びこれらの混合物からなる群か
ら選択される。本明細書中で有用なポリエチレングリコールポリマーは、ＰＥＧ－２Ｍ（
ユニオン・カーバイド（Union Carbide）から入手可能であるポリオックスＷＳＲ（Polyo
x WSR）（登録商標）Ｎ－１０、及びＰＥＧ－２，０００としても既知である）；ＰＥＧ
－５Ｍ（ユニオン・カーバイド（Union Carbide）から入手可能であるポリオックスＷＳ
Ｒ（Polyox WSR）（登録商標）Ｎ－３５及びポリオックスＷＳＲ（Polyox WSR）（登録商
標）Ｎ－８０、並びにＰＥＧ－５，０００及びポリエチレングリコール３００，０００と
しても既知である）；ＰＥＧ－７Ｍ（ユニオン・カーバイド（Union Carbide）から入手
可能であるポリオックスＷＳＲ（Polyox WSR）（登録商標）Ｎ－７５０としても既知であ
る）；ＰＥＧ－９Ｍ（ユニオン・カーバイド（Union Carbide）から入手可能であるポリ
オックスＷＳＲ（Polyox WSR）（登録商標）Ｎ－３３３３としても既知である）；及びＰ
ＥＧ－１４Ｍ（ユニオン・カーバイド（Union Carbide）から入手可能であるポリオック
スＷＳＲ（Polyox WSR）（登録商標）Ｎ－３０００としても既知である）である。
【００８７】
　（Ｃ．その他のコンディショニング剤）
　コンディショニング剤は、特別なコンディショニング効果を毛髪及び／又は皮膚に与え
るために用いられるいずれの物質を含んでもよい。毛髪用トリートメント組成物において
好適なコンディショニング剤は、光沢、柔軟性、櫛通りの良さ、静電気防止特性、濡れて
いる時の取扱性、損傷、扱いやすさ、髪のボリューム、及び脂っぽさに関連した１つ以上
の効果を提供するものである。本発明の組成物に有用なコンディショニング剤（上述のア
ミノシリコーン及びＮＡＦＳに加えて）は、典型的には、乳化された液体粒子を形成する
非水溶性水分散性の不揮発性液体を含む。組成物への使用に好適なコンディショニング剤
は、一般に有機コンディショニングオイルに分類されるコンディショニング剤（例えば、
炭化水素油、ポリオレフィン、及び脂肪酸エステル）、さもなければ本明細書の水性界面
活性剤マトリックス中に液体の分散された粒子を形成するコンディショニング剤である。
このようなコンディショニング剤は、組成物の必須構成成分と物理的及び化学的に適合性
があるようにすべきであり、そうでなければ製品の安定性、審美性、又は性能を過度に損
なわないようにすべきである。
【００８８】
　組成物中のこのような他のコンディショニング剤の濃度は、所望のコンディショニング
効果を提供するのに十分でなくてはならないが、当業者には明白であろう。このような濃
度は、コンディショニング剤、所望されるコンディショニング性能、コンディショニング
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剤粒子の平均の大きさ、その他の構成成分の種類及び濃度、並びにその他の要因によって
変更することができる。
【００８９】
　（１）有機コンディショニングオイル
　本発明の組成物のコンディショニング構成成分はまた、コンディショニング剤として、
約０．０５％～約３％、好ましくは約０．０８％～約１．５％、より好ましくは約０．１
％～約１％の少なくとも１つの有機コンディショニングオイルを、単独で又はシリコーン
（本明細書に記載）のような他のコンディショニング剤と組み合わせて含んでもよい。
【００９０】
　ａ．（炭化水素油）
　本発明の組成物においてコンディショニング剤として使用するために適切な有機コンデ
ィショニングオイルとしては、少なくとも約１０個の炭素原子を有する炭化水素油、例え
ば、環状炭化水素、直鎖脂肪族炭化水素（飽和又は不飽和）、及び分枝鎖脂肪族炭化水素
（飽和又は不飽和）、ポリマー及びこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されな
い。直鎖炭化水素油は、好ましくは約Ｃ12～約Ｃ19である。炭化水素ポリマーを含む分枝
鎖炭化水素油は、典型的には、１９個より多くの炭素原子を含有する。
【００９１】
　これら炭化水素油の具体的な非限定例としては、パラフィン油、鉱物油、飽和及び不飽
和ドデカン、飽和及び不飽和トリデカン、飽和及び不飽和テトラデカン、飽和及び不飽和
ペンタデカン、飽和及び不飽和ヘキサデカン、ポリブテン、ポリデセン、並びにこれらの
混合物が挙げられる。また、これらの化合物の分枝鎖異性体と同様に長鎖炭化水素も使用
することができ、その例としては、パーメチル置換異性体のような高度に分枝、飽和又は
不飽和のアルカン、例えば、２，２，４，４，６，６，８，８－ジメチル－１０－メチル
ウンデカン及び２，２，４，４，６，６－ジメチル－８－メチルノナン（パーメチル社（
Permethyl Corporation）から入手可能）のような、ヘキサデカン及びエイコサンのパー
メチル置換異性体が挙げられる。ポリブテン及びポリデセンのような炭化水素ポリマー。
好ましい炭化水素ポリマーは、イソブチレンとブテンのコポリマーのようなポリブテンで
ある。この種類の市販の物質は、アモコ・ケミカル社（Amoco Chemical Corporation）の
Ｌ－１４ポリブテンである。組成物中のこのような炭化水素油の濃度は、好ましくは約０
．０５％～約２０％、より好ましくは約０．０８％～約１．５％、更により好ましくは約
０．１％～約１％の範囲である。
【００９２】
　ｂ．（ポリオレフィン）
　本発明の組成物に用いる有機コンディショニングオイルはまた、液体ポリオレフィン、
より好ましくは液体ポリ－α－オレフィン、より好ましくは水素添加液体ポリ－α－オレ
フィンを包含することができる。本明細書に用いるポリオレフィンは、Ｃ4～約Ｃ14、好
ましくは約Ｃ6～約Ｃ12のオレフィンモノマーの重合によって製造される。
【００９３】
　本明細書のポリオレフィン液を調製する際に使用されるオレフィンモノマーの非限定例
としては、エチレン、プロピレン、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン、１－オク
テン、１－デセン、１－ドデセン、１－テトラデセン、４－メチル－１－ペンテンのよう
な分枝鎖異性体、及びこれらの混合物が挙げられる。また、ポリオレフィン液の調製に好
適なものは、オレフィン含有精製供給材料又は廃液である。好ましい水素添加α－オレフ
ィンモノマーには、１－ヘキセン～１－ヘキサデセン、１－オクテン～１－テトラデセン
、及びこれらの混合物が挙げられるが、これらに限定されない。
【００９４】
　ｃ．（脂肪酸エステル）
　本発明の組成物においてコンディショニング剤として使用するための他の好適な有機コ
ンディショニングオイルには、少なくとも１０個の炭素原子を有する脂肪酸エステルが含
まれるが、これらに限定されない。これらの脂肪酸エステルには、脂肪酸又はアルコール
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から誘導されるヒドロカルビル鎖とのエステル（例えば、モノエステル、多価アルコール
エステル、並びにジ－及びトリ－カルボン酸エステル）が挙げられる。本明細書の脂肪酸
エステルのヒドロカルビルラジカルは、アミド及びアルコキシ部分（例えば、エトキシ若
しくはエーテル結合など）のような他の適合性のある官能基を含んでもよいし、又はそれ
ら官能基と共有結合してもよい。
【００９５】
　好ましい脂肪酸エステルの具体例としては、イソステアリン酸イソプロピル、ラウリン
酸ヘキシル、ラウリン酸イソヘキシル、パルミチン酸イソヘキシル、パルミチン酸イソプ
ロピル、オレイン酸デシル、オレイン酸イソデシル、ステアリン酸ヘキサデシル、ステア
リン酸デシル、イソステアリン酸イソプロピル、アジピン酸ジヘキシルデシル、乳酸ラウ
リル、乳酸ミリスチル、乳酸セチル、ステアリン酸オレイル、オレイン酸オレイル、ミリ
スチン酸オレイル、酢酸ラウリル、プロピオン酸セチル、及びアジピン酸オレイルが挙げ
られるが、これらに限定されない。
【００９６】
　本発明の組成物に用いるのに好適なその他の脂肪酸エステルは、一般式Ｒ’ＣＯＯＲの
モノカルボン酸エステルであり、ここで、Ｒ’及びＲはアルキル又はアルケニルラジカル
であり、Ｒ’及びＲの炭素原子の合計は少なくとも１０、好ましくは少なくとも２２であ
る。
【００９７】
　本発明の組成物に用いるのに好適な更にその他の脂肪酸エステルは、カルボン酸のジ－
及びトリ－アルキル並びにアルケニルエステル、例えばＣ4～Ｃ8のジカルボン酸のエステ
ル（例えば、コハク酸、グルタル酸、及びアジピン酸のＣ1～Ｃ22のエステル、好ましく
はＣ1～Ｃ6のエステル）である。カルボン酸のジ－及びトリ－アルキル並びにアルケニル
エステルの具体的な非限定例としては、ステアリン酸イソセチルステアロイル（stearyol
）、アジピン酸ジイソプロピル、及びクエン酸トリステアリルが挙げられる。
【００９８】
　本発明の組成物に用いるのに好適な他の脂肪酸エステルは、多価アルコールエステルと
して既知のものである。そのような多価アルコールエステルには、エチレングリコールモ
ノ－及びジ－脂肪酸エステル、ジエチレングリコールモノ－及びジ－脂肪酸エステル、ポ
リエチレングリコールモノ－及びジ－脂肪酸エステル、プロピレングリコールモノ－及び
ジ－脂肪酸エステル、ポリプロピレングリコールモノオレエート、ポリプロピレングリコ
ール２０００モノステアレート、エトキシル化プロピレングリコールモノステアレート、
グリセリルモノ－及びジ－脂肪酸エステル、ポリグリセロールポリ脂肪酸エステル、エト
キシル化グリセリルモノステアレート、１，３－ブチレングリコールモノステアレート、
１，３－ブチレングリコールジステアレート、ポリオキシエチレンポリオール脂肪酸エス
テル、ソルビタン脂肪酸エステル、並びにポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル
のような、アルキレングリコールエステルが挙げられる。
【００９９】
　本発明の組成物に用いるのに好適な更に他の脂肪酸エステルはグリセリドであり、これ
には、モノ－、ジ－、及びトリ－グリセリド、好ましくはジ－及びトリ－グリセリド、よ
り好ましくはトリグリセリドが挙げられるが、これらに限定されない。本明細書に記載の
組成物に使用される場合、グリセリドは、好ましくは、Ｃ10～Ｃ22のカルボン酸のような
長鎖カルボン酸とグリセロールのモノ－、ジ－、及びトリ－エステルである。これらの種
類の様々な物質は、植物及び動物の油脂、例えば、ヒマシ油、ベニバナ油、綿実油、トウ
モロコシ油、オリーブ油、タラ肝油、アーモンド油、アボカド油、パーム油、胡麻油、ラ
ノリン及び大豆油から得ることができる。合成油には、トリオレイン及びトリステアリン
グリセリルジラウレートが挙げられるが、これらに限定されない。
【０１００】
　本発明の組成物に用いるのに好適なその他の脂肪酸エステルは、非水溶性の合成脂肪酸
エステルである。幾つかの好ましい合成エステルは、次の一般式（ＩＸ）：
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【０１０１】
【化８】

に従い、式中、Ｒ1はＣ7～Ｃ9のアルキル、アルケニル、ヒドロキシアルキル又はヒドロ
キシアルケニル基、好ましくは飽和アルキル基、より好ましくは飽和直鎖アルキル基であ
り；ｎは２～４、好ましくは３の値を有する正の整数であり；Ｙは約２～約２０個の炭素
原子、好ましくは約３～約１４個の炭素原子を有するアルキル、アルケニル、ヒドロキシ
、又はカルボキシ置換アルキル若しくはアルケニルである。他の好ましい合成エステルは
、次の一般式（Ｘ）：
【０１０２】
【化９】

に従い、式中、Ｒ2はＣ8～Ｃ10のアルキル、アルケニル、ヒドロキシアルキル又はヒドロ
キシアルケニル基であり；好ましくは飽和アルキル基、より好ましくは飽和直鎖アルキル
基であり；ｎ及びＹは、上記の式（Ｘ）で定義した通りである。
【０１０３】
　本発明の組成物に用いるのに好適な合成脂肪酸エステルの具体的な非限定例としては、
Ｐ－４３（トリメチロールプロパンのＣ8～Ｃ10のトリエステル）、ＭＣＰ－６８４（３
，３ジエタノール－１，５ペンタジオールのテトラエステル）、ＭＣＰ１２１（アジピン
酸のＣ8～Ｃ10のジエステル）が挙げられるが、これらすべてはモービル・ケミカル社（M
obil Chemical Company）より入手可能である。
【０１０４】
　ｄ．（追加的なコンディショニング剤）
　同様に、本明細書の組成物に用いるのに好適であるのは、プロクター・アンド・ギャン
ブル社（Procter & Gamble Company）の米国特許第５，６７４，４７８号及び第５，７５
０，１２２号に記載されているコンディショニング剤である。また、本明細書に用いるの
に好適であるのは、米国特許第４，５２９，５８６号（クレアロール（Clairol））、第
４，５０７，２８０号（クレアロール（Clairol））、第４，６６３，１５８号（クレア
ロール（Clairol））、第４，１９７，８６５号（ロレアル（L'Oreal））、第４，２１７
，９１４号（ロレアル（L'Oreal））、第４，３８１，９１９号（ロレアル（L'Oreal））
、及び第４，４２２，８５３号（ロレアル（L'Oreal））に記載されているコンディショ
ニング剤である。
【０１０５】
　（Ｄ．抗ふけ活性物質）
　本発明の組成物は抗ふけ剤も含有してもよい。ふけ防止粒子の好適な例としては、ピリ
ジンチオン塩類、アゾール類、硫化セレン、粒子状イオウ、及びこれらの混合物が挙げら
れるが、これらに限定されない。ピリジンチオン塩が好ましい。このような抗ふけ粒子は
、組成物の必須構成成分と、物理的及び化学的に適合性があるべきであり、さもなければ
製品の安定性、審美性又は性能を過度に損なわないようにすべきである。
【０１０６】
　（１．ピリジンチオン塩）
　ピリジンチオン抗ふけ粒子、特に１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオン塩は、本発明の
組成物に用いるのに極めて好ましい粒子状抗ふけ剤である。ピリジンチオン抗ふけ粒子状
物質の濃度は、典型的には、組成物の約０．１重量％～約４重量％、好ましくは約０．１
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重量％～約３重量％、より好ましくは約０．３重量％～約２重量％の範囲である。好まし
いピリジンチオン塩には、亜鉛、スズ、カドミウム、マグネシウム、アルミニウム及びジ
ルコニウムのような重金属から形成されたものが挙げられ、好ましくは亜鉛、より好まし
くは１－ヒドロキシ－２－ピリジンチオンの亜鉛塩（「ジンクピリジンチオン」又は「Ｚ
ＰＴ」として既知である）、より好ましくは小板状型粒子の形態の１－ヒドロキシ－２－
ピリジンチオン塩であり、その際粒子の平均サイズは約２０μまで、好ましくは約５μま
で、より好ましくは約２．５μまでである。ナトリウムのようなその他の陽イオンから形
成される塩もまた好適な場合がある。ピリジンチオン抗ふけ剤は、例えば、米国特許第２
，８０９，９７１号；米国特許第３，２３６，７３３号；米国特許第３，７５３，１９６
号；米国特許第３，７６１，４１８号；米国特許第４，３４５，０８０号；米国特許第４
，３２３，６８３号；米国特許第４，３７９，７５３号；及び米国特許第４，４７０，９
８２号に記載されている。ＺＰＴが本明細書の組成物において抗ふけ粒子として使用され
る時には、毛髪の成長若しくは再生が刺激若しくは調節されるか、又はその両方であり、
あるいは脱毛が軽減若しくは抑制されるか、又は毛髪がより太く若しくは豊かになること
が意図される。
【０１０７】
　（２．その他の抗菌活性物質）
　ピリチオンの多価金属塩から選択される抗ふけ活性物質に加えて、本発明は、金属ピリ
チオン塩活性物質に加えて、１つ以上の抗真菌又は抗菌活性物質を更に含んでもよい。好
適な抗菌活性物質には、コールタール、イオウ、ホイットフィールド（whitfield）の軟
膏、カステラーニ（castellani）塗布剤、塩化アルミニウム、ゲンチアナバイオレット、
オクトピロックス（ピロクトンオラミン）、シクロピロックスオラミン、ウンデシレン酸
及びその金属塩、過マンガン酸カリウム、硫化セレン、チオ硫酸ナトリウム、プロピレン
グリコール、ビターオレンジオイル、尿素調製物、グリセオフルビン、８－ヒドロキシキ
ノリンシロキノール、チオベンダゾール、チオカルバメート、ハロプロジン、ポリエン、
ヒドロキシピリドン、モルホリン、ベンジルアミン、アリルアミン（例えば、テルビナフ
ィン）、茶木油、クローバーリーフ油、コリアンダー、パルマローサ、ベルベリン、タイ
ムレッド、シナモン油、シンナミックアルデヒド、シトロネル酸、ヒノキトール（hinoki
tol）、イヒチオールペール、センシバ（Sensiva）ＳＣ－５０、エレスタブ（Elestab）
ＨＰ－１００、アゼライン酸、リチカーゼ（lyticase）、ヨードプロピニルブチルカルバ
メート（ＩＰＢＣ）、オクチルイソチアザリノンのようなイソチアザリノン及びアゾール
、並びにこれらの組み合わせが挙げられる。好ましい抗菌剤には、イトラコナゾール、ケ
トコナゾール、硫化セレン及びコールタールが挙げられる。
【０１０８】
　ａ．（アゾール）
　アゾール抗菌剤には、ベンズイミダゾールのようなイミダゾール、ベンゾチアゾール、
ビフォナゾール、硝酸ブタコナゾール、クリムバゾール（climbazole）、クロトリマゾー
ル、クロコナゾール、エベルコナゾール、エコナゾール、エルビオール、フェンチコナゾ
ール、フルコナゾール、フルチマゾール、イソコナゾール、ケトコナゾール、ラノコナゾ
ール、メトロニダゾール、ミコナゾール、ネチコナゾール、オモコナゾール、硝酸オキシ
コナゾール、セルタコナゾール、硝酸サルコナゾール、チオコナゾール、チアゾール、並
びにテルコナゾール及びイトラコナゾールのようなトリアゾール、並びにこれらの組み合
わせが挙げられる。該組成物中に存在する時、アゾール抗菌活性物質は、組成物の約０．
０１重量％～約５重量％、好ましくは約０．１重量％～約３重量％、より好ましくは約０
．３重量％～約２重量％の量で含まれる。本明細書においては、ケトコナゾールが特に好
ましい。
【０１０９】
　ｂ．（硫化セレン）
　硫化セレンは本発明の抗菌組成物に用いるのに好適な粒子状抗ふけ剤であり、その有効
濃度は組成物の約０．１重量％～約４重量％、好ましくは約０．３重量％～約２．５重量



(20) JP 4046193 B2 2008.2.13

10

20

30

40

50

％、より好ましくは約０．５重量％～約１．５重量％の範囲である。硫化セレンは、一般
にセレン１モル及びイオウ２モルを有する化合物と考えられているが、一般式ＳｅxＳy（
式中、ｘ＋ｙ＝８）に従う環式構造であってもよい。硫化セレンの平均粒子直径は、典型
的には前方レーザー光散乱装置（forward laser light scattering device）（例えば、
マルバーン（Malvern）３６００装置）で測定して１５μｍ未満、好ましくは１０μｍ未
満である。硫化セレン化合物は、例えば、米国特許第２，６９４，６６８号、米国特許第
３，１５２，０４６号、米国特許第４，０８９，９４５号、及び米国特許第４，８８５，
１０７号に記載されている。
【０１１０】
　ｃ．（イオウ）
　イオウもまた、本発明の抗菌性組成物において微粒子抗菌性／ふけ止め剤として使用す
ることができる。粒子状イオウの有効濃度は、典型的には、組成物の約１重量％～約４重
量％、好ましくは約２重量％～約４重量％である。
【０１１１】
　ｄ．（角質溶解剤）
　本発明は、サリチル酸のような１つ以上の角質溶解剤を更に含んでもよい。
【０１１２】
　ｅ．（追加の抗菌活性物質）
　本発明の追加の抗菌活性物質は、メラレウカ（melaleuca）（茶木）及び炭の抽出物を
含んでもよい。また、本発明は、抗菌活性物質の組み合わせを含んでもよい。このような
組み合わせには、オクトピロックスとジンクピリチオンとの組み合わせ、パインタールと
イオウとの組み合わせ、サリチル酸とジンクピリチオンとの組み合わせ、オクトピロック
スとクリムバゾールとの組み合わせ、及びサリチル酸とオクトピロックスとの組み合わせ
、並びにこれらの混合物が含まれ得る。
【０１１３】
　（Ｅ．保湿剤）
　本発明の組成物は保湿剤を含有してもよい。本明細書の保湿剤は、多価アルコール、水
溶性アルコキシル化非イオン性ポリマー、及びこれらの混合物からなる群より選択される
。保湿剤は、本明細書において用いられる場合、好ましくは約０．１％～約２０％、より
好ましくは約０．５％～約５％の濃度で用いられる。
【０１１４】
　本明細書で有用な多価アルコールには、グリセリン、ソルビトール、プロピレングリコ
ール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、エトキシル化グルコース、１，２－
ヘキサンジオール、ヘキサントリオール、ジプロピレングリコール、エリスリトール、ト
レハロース、ジグリセリン、キシリトール、マルチトール、マルトース、グルコース、フ
ルクトース、コンドロイチン硫酸ナトリウム、ヒアルロン酸ナトリウム、アデノシンリン
酸ナトリウム、乳酸ナトリウム、ピロリドンカーボネート、グルコサミン、シクロデキス
トリン、及びこれらの混合物が挙げられる。
【０１１５】
　本明細書で有用な水溶性アルコキシル化非イオン性ポリマーには、約１０００までの分
子量を有するポリエチレングリコール及びポリプロピレングリコール、例えば、ＣＴＦＡ
名称ＰＥＧ－２００、ＰＥＧ－４００、ＰＥＧ－６００、ＰＥＧ－１０００のもの、及び
これらの混合物が挙げられる。
【０１１６】
　（Ｆ．懸濁剤）
　本発明の組成物は更に、水不溶性物質を組成物中に分散された形態において懸濁するた
めに、又は組成物の粘度を変性するために有効な濃度で懸濁剤を含んでもよい。このよう
な濃度は、約０．１％～約１０％、好ましくは約０．３％～約５．０％の範囲にある。
【０１１７】
　本明細書で有用な懸濁剤には、陰イオン性ポリマー及び非イオン性ポリマーが挙げられ



(21) JP 4046193 B2 2008.2.13

10

20

30

40

50

る。本明細書においては、ビニルポリマー、例えばＣＴＦＡ名カルボマー（Carbomer）を
有する架橋アクリル酸ポリマー、セルロース誘導体及び変性セルロースポリマー、例えば
メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピ
ルメチルセルロース、ニトロセルロース、硫酸セルロースナトリウム、カルボキシメチル
セルロースナトリウム、結晶性セルロース、セルロース粉末、ポリビニルピロリドン、ポ
リビニルアルコール、グアーガム、ヒドロキシプロピルグアーガム、キサンタンガム、ア
ラビアガム、トラガカント、ガラクタン、カロブガム、グアーガム、カラヤガム、カラギ
ーナン、ペクチン、寒天、マルメロ種子（Ｃｙｄｏｎｉａ　ｏｂｌｏｎｇａ　Ｍｉｌｌ）
、デンプン（コメ、トウモロコシ、ジャガイモ、小麦）、藻類コロイド（藻類抽出物）、
微生物学的ポリマー、例えばデキストラン、サクシノグルカン、プレラン、デンプン系ポ
リマー、例えばカルボキシメチルデンプン、メチルヒドロキシプロピルデンプン、アルギ
ン酸系ポリマー、例えばアルギン酸ナトリウム、アルギン酸プロピレングリコールエステ
ル、アクリレートポリマー、例えばポリアクリル酸ナトリウム、ポリエチルアクリレート
、ポリアクリルアミド、ポリエチレンイミン、並びに無機水溶性物質、例えばベントナイ
ト、ケイ酸マグネシウムアルミニウム、ラポナイト、ヘクトナイト、及び無水ケイ酸が有
用である。
【０１１８】
　本明細書で非常に有用な市販の粘度調整剤としては、商標名カーボポール（Carbopol）
９３４、カーボポール９４０、カーボポール９５０、カーボポール９８０、及びカーボポ
ール９８１のカルボマー（すべてＢ．Ｆ．グッドリッチ社（B.F.Goodrich Company）より
入手可能）、商標名アクリソル（ACRYSOL）２２のアクリレート／ステアレス－２０メタ
クリレートコポリマー（ローム・アンド・ハース（Rohm and Hass）より入手可能）、商
標名アマセルポリマー（AMERCELL POLYMER）ＨＭ－１５００のノノキシニル（nonoxynyl
）ヒドロキシエチルセルロース（アマコール（Amerchol）より入手可能）、商標名ベネセ
ル（BENECEL）のメチルセルロース、商標名ナトロソル（NATROSOL）のヒドロキシエチル
セルロース、商標名クルセル（KLUCEL）のヒドロキシプロピルセルロース、商標名ポリサ
ーフ（POLYSURF）６７のヒドロキシエチルセルロース（すべてハ－キュレス（Hercules）
より供給）、商標名カーボワックスＰＥＧｓ（CARBOWAX PEGs）、ポリオクスＷＡＳＲｓ
（POLYOX WASRs）、及びユーコン流体（UCON FLUIDS）のエチレンオキシド及び／又はプ
ロピレンオキシド系ポリマー（すべてアマコールより供給）が挙げられる。
【０１１９】
　その他の任意の懸濁剤には、アシル誘導体、長鎖アミンオキシド、及びこれらの混合物
として分類できる、結晶性懸濁剤が挙げられる。これらの懸濁剤は、米国特許第４、７４
１，８５５号に記載されている。これらの好ましい懸濁剤には、好ましくは約１６～約２
２個の炭素原子を有する脂肪酸のエチレングリコールエステルが挙げられる。より好まし
いのは、モノステアレート及びジステアレート両方のエチレングリコールステアレートで
あるが、特に約７％未満のモノステアレートを含有するジステアレートが好ましい。他の
好適な懸濁剤には、好ましくは約１６～約２２個の炭素原子、より好ましくは約１６～１
８個の炭素原子を有する脂肪酸のアルカノールアミドが挙げられ、その好ましい例には、
ステアリンモノエタノールアミド、ステアリンジエタノールアミド、ステアリンモノイソ
プロパノールアミド、及びステアリンモノエタノールアミドステアレートが挙げられる。
その他の長鎖アシル誘導体には、長鎖脂肪酸の長鎖エステル（例えば、ステアリルステア
レート、セチルパルミテートなど）；長鎖アルカノールアミドの長鎖エステル（例えば、
ステアルアミドジエタノールアミドジステアレート、ステアルアミドモノエタノールアミ
ドステアレート）；及びグリセリルエステル（例えば、グリセリルジステアレート、トリ
ヒドロキシステアリン、トリベヘニン）が挙げられ、その市販例はレオックス社（Rheox,
Inc.）より入手可能なチキシン（Thixin）Ｒである。前述した好ましい物質に加えて、長
鎖アシル誘導体、長鎖カルボン酸のエチレングリコールエステル、長鎖アミンオキシド、
及び長鎖カルボン酸のアルカノールアミドを懸濁剤として使用してもよい。
【０１２０】
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　懸濁剤として用いるのに好適な他の長鎖アシル誘導体には、Ｎ，Ｎ－ジヒドロカルビル
アミド安息香酸及びその可溶性塩（例えば、Ｎａ、Ｋ）が挙げられるが、特にこの系統群
のＮ，Ｎ－ジ（水素添加）Ｃ１６、Ｃ１８及びタローアミド安息香酸種が挙げられ、これ
らはステパン社（Stepan Company）（米国イリノイ州ノースフィールド）より市販されて
いる。
【０１２１】
　懸濁剤として用いるのに好適な長鎖アミンオキシドの例としては、アルキルジメチルア
ミンオキシド、例えばステアリルジメチルアミンオキシドが挙げられる。
【０１２２】
　他の好適な懸濁剤には、少なくとも約１６個の炭素原子を有する脂肪酸アルキル部分を
有する第一級アミンが挙げられるが、その例には、パルミタミン（palmitamine）又はス
テアラミンが挙げられ、またそれぞれ少なくとも約１２個の炭素原子を有する２つの脂肪
酸アルキル部分を有する第二級アミンが挙げられるが、その例には、ジパルミトイルアミ
ン又はジ－（水素添加タロー）－アミンが挙げられる。更に他の好適な懸濁剤には、ジ（
水素添加タロー）フタル酸アミド、及び架橋無水マレイン酸－メチルビニルエーテルコポ
リマーが挙げられる。
【０１２３】
　（Ｇ．他の追加構成成分）
　本発明の組成物はまた、ビタミンＢ１、Ｂ２、Ｂ６、Ｂ１２、Ｃ、パントテン酸、パン
トテニルエチルエーテル、パンテノール、ビオチン、及びこれらの誘導体のような水溶性
ビタミン、アスパラギン、アラニン、インドール、グルタミン酸及びこれらの塩のような
水溶性アミノ酸、ビタミンＡ、Ｄ、Ｅ、及びこれらの誘導体のような非水溶性ビタミン、
チロシン、トリプタミン、及びこれらの塩のような非水溶性アミノ酸などの、ビタミン及
びアミノ酸も含有してよい。
【０１２４】
　本発明の組成物はまた、Ｃ．Ｉ．名を有するもののような水溶性の構成成分を含む、無
機、ニトロソ、モノアゾ、ジアゾ（disazo）、カロチノイド、トリフェニルメタン、トリ
アリールメタン、キサンテン、キノリン、オキサジン、アジン、アントラキノン、インジ
ゴイド、チオンインジゴイド、キナクリドン、フタロシアニン、植物の色、天然の色など
の、顔料物質を含有してもよい。
【０１２５】
　また、本発明の組成物は、化粧品用殺生物剤及び抗ふけ剤として有用な抗微生物剤も含
有してよく、これらには、ピロクトンオラミンのような水溶性構成成分、３，４，４’－
トリクロロカルバニリド（トリクロサン）、トリクロカルバン及びジンクピリチオンのよ
うな非水溶性構成成分が含まれる。
　本発明の組成物はまた、キレート化剤を含有してもよい。
【０１２６】
　（ＶＩ．アミノシリコーン及びＮＡＦＳコンディショニングシャンプーの製造方法）
　本発明のもう１つの実施形態は、ａ）アミノシリコーンとＮＡＦＳとのあらかじめ形成
されたブレンド、ｂ）洗浄性界面活性剤、及びｃ）水を一緒に混合することを含むコンデ
ィショニングシャンプー組成物の製造方法に関するが、その際該アミノシリコーンが、ア
ミノシリコーンの約０．５重量％未満の窒素を有し、該ＮＡＦＳが少なくとも約１０，０
００ｃｓの粘度を有する。上述のアミノシリコーン及びＮＡＦＳの他の実施形態は、コン
ディショニングシャンプー組成物のこのような製造方法においても有用である。
【０１２７】
　より具体的には、アミノシリコーン及びＮＡＦＳは、シャンプー又はプレミックスのい
ずれかに乳化される前に、まず一緒にブレンド／混合される。該ブレンドは、その後直接
シャンプー内に乳化されるか、後でシャンプーに追加されるプレミックスで乳化される。
この方法は、各々が所望の比でアミノシリコーンと非アミノ官能化シリコーンを含有する
シャンプー組成物中の乳化液滴を生じる。これは、別々に乳化されたアミノ及び非アミノ
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官能化シリコーン液滴とは非常に異なる結果となる。乳化されたブレンド内で、アミノシ
リコーンは非アミノ官能化シリコーン構成成分の沈着を助ける。ブレンド内で、アミノシ
リコーンは界面活性であり、そのためブレンド液滴の表面に集中するが、その結果界面張
力を低下させ、毛髪上での広がり及び沈着を補助する。
【実施例】
【０１２８】
　次の実施例は、本発明の範囲内の好ましい実施形態について更に記載し、説明するもの
である。これらの実施例は単に例示を目的とするだけであって、本発明の範囲から逸脱す
ることなく本発明の多くの変形形態が可能であるため、本発明を制限するものとして解釈
されるべきではない。
【０１２９】
　（実施例１）
　実施例１は、窒素範囲があるパーセントより低いアミノシリコーンが処理毛髪上で卓越
したレベルの摩擦低減を提供するという、意外な発見を実証する。
【０１３０】
　表１は、摩擦とアミノ官能化シリコーンの窒素のパーセントとの間の関係を示す。
【０１３１】
【表１】

　この研究のため、シリコーンを揮発性溶媒のヘキサメチルジシロキサン（ＭＭ）に溶解
し、毛髪（２０ｇの平坦なヘアピース）又は２ｇの紙片（３ｉｎ×９ｉｎ（７．６２ｃｍ
×２２．８６ｃｍ）に、シリコーンと毛髪／紙重量の１，０００ｐｐｍの濃度で塗布する
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。溶媒が蒸発するまで放置し、毛髪／紙を相対湿度５０％で一晩平衡化させる。コーティ
ングされた毛髪／紙の摩擦を、秤量されたそり（重量１００ｇ）を毛髪／紙に沿って、角
皮方向に引く力を測定するためのインストロン（Instron）モデル５５４２（インストロ
ン社（Instron,Inc.）、米マサチューセッツ州カントン）を使用して測定する。
【０１３２】
　（実施例２～６）
　実施例２～６は、本発明の非限定的なヘアコンディショニングシャンプー組成物の実施
形態を例証する。これらの組成物は、従来の処方及び混合方法によって調製されており、
その例は下記で説明される。すべての例示された量は重量パーセントとして列挙されてお
り、特に指定されない限り、希釈剤、充填剤などの微量物質は除外されている。そのため
、列挙した配合は、列挙した構成成分及びこのような構成成分に関連するいかなる微量物
質も含む。
【０１３３】
　実施例２～６に例証される組成物は、次の方法で調製される。
　組成物の各々について、６～９％のラウレス－３硫酸アンモニウム、Ｐ４３オイル、ピ
ュアシン（PureSyn）６オイル、陽イオン性ポリマー、０～１．５％のキシレンスルホン
酸アンモニウム、及び０～５％の水を、ジャケット付き混合タンクに加え、攪拌しながら
約７４℃に加熱して溶液を生成する。クエン酸、クエン酸ナトリウム、安息香酸ナトリウ
ム、ＥＤＴＡ二ナトリウム、コカミドＭＥＡ及び０．６～０．９％セチルアルコールをタ
ンクに加え、分散させる。エチレングリコールジステアレート（ＥＧＤＳ）を混合容器に
加え、溶融させる。ＥＧＤＳをよく分散させた後（約１０分後）防腐剤を加え、界面活性
剤溶液中に混合する。この混合物を粉砕機及び約３５℃に冷却されている熱交換器に通し
、仕上げタンクに集める。この冷却段階の結果として、エチレングリコールジステアレー
トは結晶化して製品に結晶性網状組織を形成する。
【０１３４】
　シリコーンを、ラウレスサルフェート、プランタレム（Plantarem）２０００（登録商
標）及びストラクチャープラス（Structure Plus）（登録商標）から選択される界面活性
剤／ポリマーと混合することによって、所望の粒径にあらかじめ乳化する。
【０１３５】
　残りの界面活性剤、香料、あらかじめ乳化されたシリコーン、ジメチコーン、粘度調節
のための塩化ナトリウム又はキシレンスルホン酸アンモニウム、及び残りの水を十分に攪
拌しながら仕上げタンクに加え、確実に均一に混合する。
【０１３６】
　好ましい粘度範囲は、２７℃で約５０００～約９０００ｃｐ（約５～約９Ｐａ・ｓ）（
ウェルズ－ブルックフィールド（Wells-Brookfield）、モデルＲＶＴＤＣＰ粘度計、ＣＰ
－４１コーン及びプレート使用、２／ｓ、３分で測定）である。
【０１３７】
　アミノシリコーン及びＮＡＦＳ（例えば、ジメチコーンのようなポリジメチルシロキサ
ン）を含有する組成物については、アミノシリコーン及びＮＡＦＳは、シャンプー又はプ
レミックスのいずれかに乳化される前に、まず一緒にブレンド／混合される。該ブレンド
は、その後直接シャンプー内に乳化されるか、後でシャンプーに追加されるプレミックス
で乳化される。
【０１３８】
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【表２】

　1約４００，０００の分子量を有し、約２．１０ｍｅｑ／ｇの電荷密度を有するグアー
、アクアロン（Aqualon）より入手可能。
　2末端アミノプロピル置換を有し、粘度～８０００ｃｐ（８Ｐａ・ｓ）、Ｄ～４９０、
Ｍ’＝２のＧＥよりのアミノシリコーン。
　3グラフトアミノエチルアミノプロピル置換を有し、粘度～２０，０００ｃｐ（２０Ｐ
ａ・ｓ）、Ｄ～６００、Ｄ’＝２のＧＥよりのアミノシリコーン。
　4末端アミノプロピル置換を有し、粘度～３５０，０００（３５０Ｐａ・ｓ）、Ｄ～１
６００、Ｍ’＝２のＧＥよりのアミノシリコーン。
　5ナショナルスターチ（National Starch）よりの（２０％）アクリレートアミノアクリ
レートコポリマー．０８％。
【０１３９】
　Ｌ＝５～５０μの粒径、Ｓ＝＜５μの粒径
　本明細書に記載される実施例及び実施形態は、単に例示することが目的であり、本発明
の範囲から逸脱することなく、その種々の変更又は変形が当業者に暗示されることは理解
されるであろう。
【０１４０】
　本発明の特定の実施形態を説明及び記載したが、本発明の精神及び範囲から逸脱するこ
となく、様々なその他の変形及び変更が可能であることは、当業者に明らかである。した
がって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を添付の特許請求の範囲
で扱うものとする。
【０１４１】
　表１は、アミノ官能化シリコーンについて、シリコーン処理された毛髪についての摩擦
と窒素％との間の関係を実証する。
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